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構を見事に解明した。このような研究成果は博士課程3年間において、 PhysicalReview Letters誌に 2編を筆
頭著者としてはっぴょうするなど、合計9編の学術論文(この内、 3編が筆頭著者)を発表するとともに、
毘際会議で 13件(口頭4件(その内、招待講演 1件)、ポスター発表9件(その内 2件が受賞))、国内会議、
学会等において 10件(その内、口頭発表7件、ポスター発表3件)を行うなど、卓越した業績を上げたこ
とは極めて高く評価することができる。このような優れた業績を残し、超伝導THz波発振現象の理解に大
きく貢献したことから、研究科長賞に推薦されている。
平成 25年2月20日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、著者
に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によって、合格と
判定された。
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(工学)の学位を受けるに十分な資格を有
するものと認める。
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